


残薬調整後の報告可



残薬調整後の報告可

上記のようになっていたら保険薬局で先に処方日数
の調整をして事後報告可とします



中止・減薬できそうな薬剤がない場合

患者に服用の必要性等について再指導を行ったうえで保険薬局
で日数調整（日数の減少のみ、増やしたい場合は疑義照会）

※注意点・・・薬剤がたくさん余っており、調剤の必要がない場合でも1日分は必ず処方
に残るようにする

疑義紹介用紙の欄外に「日数調整済み」と記載し病院にFAX

記載内容       　　　　　　　　　　　　　
患者の残薬の状況や理由、日数調整した内容、患者への説明内容等

薬剤科で処方オーダの修正
医師は代行入力確認で日数調整がされたことを確認

処方箋の備考欄に「残薬調整後の報告可」の記載があり、
保険調剤薬局で残薬を確認した場合の対応①
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中止・減薬できそうな薬剤がある場合

対象薬剤

　ほとんど服用しておらず、残薬が多くある　かつ その時点で服
用の必要性がなさそうと保険薬局で判断された薬剤

患者に対象薬剤の中止や減薬について説明をし、患者が納得し
た上で病院に疑義照会

薬剤科で医師に問い合わせを行い、その結果に応じてオーダ変
更・返答の返信等の対応を行う

処方箋の備考欄に「残薬調整後の報告可」の記載があり、
保険調剤薬局で残薬を確認した場合の対応②
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